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1 は じ め に

ゴボウは青森県北西部に位置する屏風山砂丘地帯の主要

作目となっているが,労働力不足が栽培面積拡大のネック

となっている。砂丘畑は普通畑に比べて肥料の流亡が著 し

いために追肥回数が多い。また,生育を斉一にするための

間弓lき 作業に労力を多く要することなどが,こ の労働力不

足に拍車をかけている。

そこで,間引き作業省略のための 1粒播き栽培において

確実な苗立ちを期待できる種子条件と追肥を省略するため

の被覆肥料を利用した全量基肥栽培の有効性を検討 した。

これらについて成果を得たので報告する。

2試 験 方 法

0)試験場所 青森県農業試験場砂丘分場圃場

土壌条件 :砂丘未熟土

2)耕種概要

1)供試品種 柳川理想

2)栽植距離 条間60cll,株間 5錮 ,7m
3)施肥量 (N:P206K20,kg/a)

スターター 10:10:10

被覆肥料  3112030,41134:40
NKイヒ糎え  30:0:30,40:0:40

播種方法 シー ドテープによる 1か所 1粒播 き

(間引きなし)

播種月日 1993年 5月 19日

収穫月日 1993年 10月 18日

試験区の構成

1)1粒播きに適する種子の検討

間引き作業を省略するために,1粒播きに適する種子の

具備すべき条件について普通種子と発芽抑制物質打破処理

をしたGQシ ードの 2種類の種子で行うた。

2)省力的な施肥方法と 1粒播き栽培の株間の検討

施肥方法と株間を表 1に示した要因・ 水準内容で,L16

(2“)直交表に割り付けて試験 した。ただし,ス ターター

は速効性肥料 (NP,0`:K20‐ 1:■ lkg/a)を 施用した。

被覆肥料はロング100日 タイプ,種子はGQシ ー ドを使用し

た (表 1)。

3 試験結果及び考察

に)1粒播きに適する種子の検討

播種 1か月後あ生育を調査した結果,生育の揃いは,普

通種子よりGQシ ードの方が良好であった。普通種子の

欠株率は約25%,GQン ードは約11%であった。普通種子

の生育は草丈85m,根長118m,葉数20枚であった。一

方,GQシ ードは草丈9 6cn,根 長137の ,葉数24枚で,普

通種子に比べて生育が進んでいた。

以上の結果,普通種子で 1粒播き栽培をした場合には
,

欠株率が高いため品質の低下や減収が懸念される。一方 ,

GQシ ードは生育の揃い,初期生育が良く,欠株率も低い

ので,1粒播き栽培に適し,省力効果が期待できる (表 2)。

GQシ ード  96  137__24__12_114_

表 l L 16(26)く り返しなしの直交表に割り付けた

要因と水準内容

注 揃いは,1:良 い,2:普通,3:悪いの三段階評価

の平均値

0)省力的な施肥方法と1粒播き栽培の株間

L16(2b)の直交表に基づく各要因と水準まの組み合わ

せにより試験を実施 した結果,慣行栽培に近い組み合わせ

となった 2試験区のNo 3と No llで は規格内収量が23

～25t/10aで あった。試験区内で最も多収となったのは
,

肥料の散布方法 :全面,ス ターター :有 り,肥料 :被覆肥

料の条件で組み合わせたNo 10と No 12の 2試験区で,上

物収量はどちらも40t/10a,No 3と No llに対 し約17

倍の多収となった (表 3)。

a当 たりの上物収量を各要因の水準間で比較すると,散

布方法では,全面散布がすじまきに比べて42 0kg増収した。

4)

5)

6)

(3)

A 肥料の散布方法  すじまき

B スターターの有無  有り

C 株 間      5cm
D 肥料の種類    NK化 成

表2 種子の違いによる播種 1か月後の生育
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表 3 収穫物調査結果

すじ   有り   5cI   被覆   4kg
すじ   有り    7m    NK    4kg
すじ   有り   7cm   被覆   3kg
すじ   無 し    5cI    NK    4kg
すじ   無 し   5m   被覆   3kg
すじ   無し    7cn    NK    3kg
すじ   無 し   7cn   被覆   4kg
全面   有り   5m   NK   4kg
全面   有り   5cn   被覆   3kg

81 1       2 1        181        38        32

671       1 9       172 40 36
161        4 4        4 0

188       40

227       47
111       28

145

173

690      2 1       135

737       1 9

792       2 5

72 2       2 3

m0    21
815     20

732       1 9

670      2 1
79 1       22

646       18
688       1 9

687       20

155       43

278       42

182       35

34
43
25

38
25
18
24
36
11

23
40
21
31

8

9

10

13

14

11   全面   有り   7m
12   全面   有り   7cll

NK    3k8
被覆   4kg

全面   無し   5cm   NK   31/8
全面   無し   5m   被覆   4kg 151 44

15   全面   無 し   7cl   NK   4kg 154       32       3 1
16   全面   無し   7m   被覆   3kg   73 3   22   186   36   28

スタータ=を施用することにより無施用に比べて47 4kg増

収した。株間は5mが 7mに比べて63 8kg増収した。肥料

の種類は,被覆肥料がNK化成に比べて734峰増収した。

追肥に相当する量は,N`峰/aがNBkg/aに 比べて588

kg増収 した (表 4)。

総 収

以上の結果に基づいて,最多収となる水準を採用すると
,

肥料の散布方法は全面,ス ターターは有り,株間は 5 cll,

肥料は被覆肥料,追肥に相当する量はN:4 kg/aで ある。

この組み合わせは,全量基肥栽培となるため追肥の省略が

可能になり,省力化の目的も達せられる。

136 142

367 294

表4 各要因のゴボウの収穫諸特性に及ぼす効果

水  準   A散 布  Bス タータ  C株 間   D肥 料   E追 肥   総 平 均
根  長   1   12  NS  -14  -39  NS   71 5
(cm)     2     -12     NS      14     39     NS

根  径   l   NS   NS  -0 11  0 05  NS   2 02
(m)     2      NS     NS     0 11     0 05    NS

根  重    1     -54     84    -136   -142   -59    1628

1      -182      219      107     -416     -162     3705
(kg/a)    2      182   -219   -107    416    162
上物収量    1     -210     237     319    -367    -294    2918
(kg/a)    2      210    -237    -319

注 表中の「NS」 は水準間に危険率5%で有意差がないことを示す。

4 ま と め

GQン ー ド (発芽抑制物質打破処理をした種子)が 1粒

播き用の種子として適している。

省力・多収栽培法として,被覆肥料をスターター (速効

性肥料)と ともに全量基肥,全面施用 し,株間を 5 ctと し

た 1粒播き栽培をすることにより,追肥と間引き作業の省

略が可能になり,慣行栽培に比べて省力的でかつ上物収量

が増加する。施肥量は,ス ターターN:1聴/a,被覆肥料

N:4 kg/aで最も多収となった。
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